
〈写真・菊地信夫〉

　自らが行う福祉サービスを見直すとともに、情報を分かりやすく公開すること
で、利用者がサービスを選択しやすくなるようにと、二度に渡り第三者評価を受
審した特別養護老人ホーム芭蕉苑（社会福祉法人竹生会）。
　主に、職員との連携を図った主任の木村敦子さん（左）は「自己評価では、改
めて一人ひとりが業務を見直しました。利用者の満足を得るためには、日々の記
録をきちんと残し、業務を振り返ることが大切だということを職員と共有するこ
とができました」と、評価結果を今後の業務に生かしていくことの大切さを語る。
　副課長の関昆亘さん（右）は「評価結果を受けて、できている部分とできてい
ない部分の再確認ができるので、職員は明確な目標を持つことができます。客観
的な評価だけに満足せず、今後も利用者本位のサービスを実現をできるよう取り
組みます」と、サービスの質向上に向け、職員全員で話し合っていくと意気込む。
　爽やかな笑顔の裏には、質の高いサービスを目指し自らを律する厳しさと、利
用者を慈しむ優しさがあった。

“福祉サービス第三者評価”職員が一丸となるきっかけに
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福
祉
意
識
の
啓
発
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
当
事
者
等
、
市
民
活
動
へ
の
支
援

を
通
し
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
積
極
的

な
参
加
と
協
働
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
を
促
進
し
ま
す
。

■
と
も
し
び
運
動
の
一
環
と
し
て
、

「
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
」
へ
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
地
域
交
流
や
福
祉
意

識
の
啓
発
の
場
で
あ
る
「
と
も
し
び

シ
ョ
ッ
プ
交
流
サ
ロ
ン
」
の
地
域
展
開

に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

■
福
祉
意
識
の
啓
発
や
県
民
が
主
体
と

な
っ
た
活
動
の
活
性
化
な
ど
を
進
め
る

た
め
、
市
町
村
と
も
し
び
運
動
推
進
組

織
が
行
う
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

�
　

市
町
村
社
協
や
法
人
・
施
設
、
団
体

・
機
関
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
保
護

司
等
関
係
者
と
の
協
働
に
よ
り
、
日
常

生
活
圏
域
、
市
町
村
域
、
広
域
に
お
け

る
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

■
「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
を
踏

ま
え
、
実
践
力
の
向
上
に
向
け
た
支
援

2
生
活
圏
域
を
基
盤
と
す
る

地
域
福
祉
の
推
進

重点項目

公私協働でつくる福祉コミュニティの広がりをめざして
～平成22年度県社協事業計画・予算～

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
日
常
生
活
圏
域

を
基
礎
と
す
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
、
市
町
村
社
協
に
よ
る
地
区
社
協

等
の
住
民
活
動
へ
の
支
援
及
び
協
働
事

業
の
推
進
や
、
市
町
村
社
協
の
調
整
機

能
の
充
実
に
向
け
支
援
し
ま
す
。

■
本
会
市
町
村
社
協
部
会
を
ベ
ー
ス

に
、
新
た
な
共
通
課
題
や
取
り
組
み
の

共
有
化
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
計
画

策
定
や
モ
デ
ル
事
業
等
へ
の
支
援
を
行

う
ほ
か
、
市
町
村
社
協
役
職
員
等
に
対

す
る
研
修
の
実
施
等
を
通
じ
、
組
織
・

運
営
基
盤
強
化
に
向
け
支
援
し
ま
す
。

�
　

福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
や
法
人
・

施
設
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け

た
支
援
を
行
う
ほ
か
、
権
利
擁
護
事
業

の
着
実
な
推
進
、
失
業
者
・
低
所
得
者

等
の
自
立
と
安
定
し
た
生
活
を
支
え
る

た
め
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
求
職
者
、
と
り
わ
け
若
年
層
に
福
祉

の
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
、「
福
祉
の
し
ご
と
を
知
る
懇

談
会
」
や
職
場
体
験
等
を
通
じ
、
仕
事

を
知
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。ま
た
、

キ
ャ
リ
ア
支
援
専
門
員
に
よ
る
マ
ッ
チ

ン
グ
支
援
や
部
会
・
協
議
会
、養
成
校
等

3
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

重点項目

　去る３月２５日に開催した評議員会において、平成２２年度の本会事業計画・予算が決定しました。
　現行活動推進計画の最終年度にあたる本年度は、計画事業の総仕上げとして、セーフティネット機能としての生活
支援の充実や高まる福祉ニーズに対応する人材確保・定着に向けた支援、福祉サービスの質の向上、新たな生活課題
を解決していくためのしくみづくり等に、会員を始め福祉機関・団体等との協働により取り組んでまいります。
　また、これまでの事業成果・課題や、国・県等の政策動向を踏まえた新たな課題に取り組むため、平成２３年度を初
年度とする次期活動推進計画の策定に取り組みます。

特集特集特集特集

増　減本年度予算額前年度予算額会計単位
△４５，２８１８，７９９，２６９８，８４４，５５０一般会計

△１，１１８，７０５５７３，４４７１，６９２，１５２公益事業特別会計
△２，６０８２４，８０１２７，４０９収益事業特別会計

６，９９３，５０１７，６２７，１２１６３３，６２０生活福祉資金特別会計
△１，０００１２，４６４１３，４６４県単生活福祉資金特別会計
１７２，８８４２７６，６９７１０３，８１３生活福祉資金貸付事務費特別会計
２２，０７８１１２，０８０９０，００２要保護世帯向け不動産担保型生活支援資金特別会計
１２７，０４６１２７，０４６０臨時特例つなぎ資金特別会計
△６７１，２５８０６７１，２５８離職者支援資金特別会計
５，４７６，６５７１７，５５２，９２５１２，０７６，２６８合　　　　計

平成２２年度　総合資金収支予算書 （単位：千円）

1重点項目
だ
れ
も
が
参
加
で
き
、

と
も
に
支
え
合
う
機
会
づ
く
り
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関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
福
祉
の

職
場
の
魅
力
を
伝
え
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

■
福
祉
従
事
者
の
専
門
性
向
上
に
向
け

た
階
層
別
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
職
員
定
着
の
観
点
及
び
職
場
内
に

お
け
る
人
材
育
成
か
ら
、
対
人
援
助
技

術
関
連
研
修
や
職
場
内
研
修
担
当
者
研

修
、
法
人
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
等

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
社
会
福
祉
法
人
経
営
指
導
事
業
に
お

け
る
専
門
相
談
や
研
修
等
を
強
化
す
る

ほ
か
、
部
会
・
協
議
会
等
と
連
携
し
、

質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

指
し
た
、
安
定
か
つ
適
正
な
法
人
経

営
、
施
設
運
営
を
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、「
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者

評
価
推
進
機
構
」事
業
を
引
継
ぎ
、福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
利
用
者
の
サ

ー
ビ
ス
選
択
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
高
齢
者
や
障
害
者
の
権
利
擁
護
の
推

進
に
向
け
、
相
談
機
関
等
支
援
事
業
を

実
施
す
る
な
ど
、
地
域
主
体
の
権
利
擁

護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
市
町
村
社
協
等
に
お
け
る

成
年
後
見
制
度
へ
の
取
り
組
み
支
援
及

び
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
利
用
促

進
、
苦
情
解
決
事
業
等
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
等
と
連
携
し
取
り
組
み
ま
す
。

■
「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
」
及
び

「
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付
事
業
」

の
円
滑
な
運
営
と
、
関
係
機
関
・
団
体
、

民
生
委
員
等
と
の
連
携
に
よ
る
支
援
体

制
の
強
化
、
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

�
　

計
画
事
業
の
着
実
な
遂
行
に
向
け
、

事
業
評
価
を
通
じ
改
善
に
努
め
ま
す
。

4
神
奈
川
県
社
協
の
経
営
体
制

及
び
財
政
基
盤
の
強
化

重点項目

　

ま
た
、
効
果
的
な
経
営
資
源
の
配
分

と
と
も
に
、
優
先
度
を
意
識
し
た
事
業

実
施
を
進
め
ま
す
。

■
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
の
次
期
活
動

推
進
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
「
事
業
評
価
（
自
己
評
価
）」
及
び

「
外
部
評
価
」
シ
ス
テ
ム
の
一
層
の
改

善
と
、
評
価
を
通
じ
た
事
業
の
検
証
を

行
い
、
着
実
な
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
職
員
の
意
識
改
革
と
、
管
理
監
督

者
の
職
員
指
導
育
成
の
徹
底
を
図
る
研

修
を
実
施
し
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

平成２２年度神奈川県社会福祉協議会計画事業一覧表
（◎＝新規事業、☆＝重点事業）

特集特集

１．地域福祉の土壌づくりのための意識啓発と福祉教育の推進
　　�　福祉意識の啓発・醸成にむけた事業の実施と、ともしび運動　

　「新行動指針」をふまえた、理念の更なる具体化に向けた検討
　　�　参加型福祉推進のための福祉教育への取り組み
２．ボランティア・市民活動に対する各種支援
　　�　ボランティア・市民活動に関する相談・情報提供
　　�　ボランティア・市民活動に関する各種支援
３．ともしび基金を活用した福祉活動推進のための環境整備
　☆�　ともしび基金による県民福祉活動への助成とその他の各種活

　動資金助成情報の提供
　　�　寄附金品の適切な受入れ配分と基金造成に向けた取り組み
４．当事者エンパワメントの促進と社会参加への支援
　　�セルフヘルプ活動への各種支援
　☆�　障害者の就労や社会参加・交流等の場である「ともしびショッ

　プ」への支援
　　�　障害者・高齢者等へのＩＴ普及の推進による社会参加の促進
５．シニア層の生きがいづくり支援
　　�　シニア層の生きがいづくり、地域活動参加への支援

Ⅰ　

だ
れ
も
が
参
加
で
き
、
と
も
に
支
え
合
う
機
会
づ
く
り

１．生活圏域における活動の促進と協働の機会の提供
　　�　「地域福祉コーディネーター」の地域定着等、地域福祉推進の基

盤整備に関する取り組み
２．福祉団体・機関、福祉施設等の事業体や運動体との連携・協働
　　�　福祉団体や社会福祉施設等の抱える課題の解決に向けた支援

　と協働事業への取り組み
　　�　地域福祉の課題解決に向けた施策提言等
３．民生委員児童委員との連携・協働
　　�　民生委員児童委員、主任児童委員の専門性の向上や役割の見直し
　　�　神奈川県民生委員児童委員協議会への協力
４．保護司との連携・協働
　　�　保護司活動との協働・連携
　　�　社会を明るくする運動等更生保護活動への支援
５．市町村社協の活動及び運営への支援
　☆�　地域福祉推進（コミュニティワーク展開）への支援
　☆�　組織・運営基盤の強化に向けた支援
　　�　市町村社協ボランティアセンター等への支援
６．福祉分野における災害時の取り組みの推進
　　�　各分野での取り組み課題の検討、集約
　　�　災害時福祉活動拠点体制の整備

Ⅱ　

生
活
圏
域
を
基
盤
と
す
る
地
域
福
祉
の
推
進

１．権利侵害の防止と福祉サービスの利用援助
　☆�　市町村域における権利擁護相談対応への支援　　　　
　☆�　日常生活自立支援事業の実施
２．福祉サービスに対する苦情解決事業等の推進
　☆�　福祉サービス苦情解決事業の実施
　　�　日常生活自立支援事業への運営監視事業の実施
　☆�　運営適正化委員会事業の実施
３．社会福祉法人・施設等福祉サービス提供主体への支援と協働
☆�　福祉施設の経営に関する相談・助言等
　�　社会福祉施設振興資金貸付事業等による福祉施設整備の促進
　�　サービスの質の向上等、各種課題の解決に向けた取り組みへの

支援
４．福祉サービスの評価活動等の推進
　　�　福祉サービス事業者の自己評価の取り組みに対する支援
　◎�　福祉サービス第三者評価の推進．
５．福祉人材（専門職等）の確保
　☆�　福祉・介護分野の求人・求職活動の支援
　　�　人材確保の新たな仕組みの検討・推進
　　�　資格取得のための修学資金の貸付
　　�　教員免許取得にかかる介護等体験支援事業の実施
　　�　資格取得のための講習会の実施
　　�　介護支援専門員実務研修受講試験の実施
　　�　介護支援専門員証の交付事務事業の実施
６．福祉人材育成のための研修の充実
　☆�　福祉人材現任者研修の充実
　☆�　職場内研修への支援の充実
７．生活福祉資金等による経済的自立の促進　　
　☆�　生活福祉資金及び臨時特例つなぎ資金貸付事業の実施
　　�　各種基金を活用した激励金・奨励金の支給等
８．日常生活の自立支援にむけた福祉用具等の活用
　　�　地域における自助具普及啓発に向けた取り組み
９．福祉関連情報提供機能の強化
　　�　インターネットを活用した情報提供の充実
　　�　機関紙発行等広報活動の充実
　　�　福祉関連図書・資料の収集・提供

Ⅲ　

安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

１．経営体制の強化
　　�　理事会、評議員会の機能強化
　　�　各種委員会等の充実と役員会等との連携強化
２．事務局体制の強化
　�　多様な課題に弾力的な取り組みが可能な事務局体制及び事業

執行方法の確立
　　�　計画的・継続的な事務局職員養成
３．安定した事業執行のための財源の確保
　　�　中長期的な自主財源確保にむけた検討
　　�　会費・基金・寄附金等の自主財源の確保
　　�　県補助金、委託金等公的財源の確保
４．情報公開・管理体制の確立
　　�　情報公開の推進
　　�　個人情報保護の徹底
　　�　外部監査の実施
５．事業評価システムに基づく計画事業の着実な推進
　☆�　事業評価システムの推進
６．県社協次期活動推進計画の策定
　☆�　県社協次期活動推進計画の策定

Ⅳ　

神
奈
川
県
社
協
の
経
営
体
制
及
び
財
政
基
盤
の
強
化
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NEWS　
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　　　TOPICS

の
一
つ
、
三
ツ
境
交
通
有
限
会
社
代
表

取
締
役
石
川
治
さ
ん
が
、
子
育
て
支
援

を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
始
め
た
�
子
育
て
タ
ク
シ
ー
�
は
、

荷
物
が
多
い
時
、
乳
幼
児
を
伴
っ
て
外

出
す
る
際
の
、
サ
ポ
ー
ト
や
、
子
ど
も

だ
け
の
送
迎
も
任
せ
る
こ
と
が
で
き
、

地
域
住
民
は
タ
ク
シ
ー
を
よ
り
利
用
し

や
す
く
な
り
、
同
時
に
利
益
も
生
ま
れ

た
と
話
さ
れ
、
連
携
す
る
効
果
や
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。

　

最
後
に

影
山
さ
ん

は
、
今
春

か
ら
始
動

す
る
応
援

フ
ォ
ー
ラ

ム

に

対

し
、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
そ
し
て
行
政
が
顔
を
合

わ
せ
て
情
報
交
換
を
行
い
、
信
頼
関
係

を
築
く
場
と
な
っ
て
欲
し
い
。
そ
し

て
、
新
し
い
社
会
づ
く
り
に
向
け
て

�
地
域
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
�
の
役
割
を

担
う
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

当
事
者
参
加
で
作
る
地
域
生
活

を
考
え
る

　

三
月
十
六
日
、「
第　

回
障
害
者
自

１２

立
生
活
フ
ォ
ー
ラ
ム　

か
な
が
わ
」（
主

in

催：

Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

神
奈
川
県
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
）
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
の
講
演
「『
障
害
者
権
利
条
約
』
と

『
国
際
協
力
』」（
講
師：

東
京
大
学
准

教
授
・
内
閣
府
障
が
い
者
制
度
改
革
推

進
会
議
構
成
員
）
に
続
き
、
第
二
部
で

は
、「
障
害
者
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
・
当

事
者
参
画
」
を
テ
ー
マ
に
、
障
害
の
あ

る
方
に
よ
る
発
題
と
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
発
題
と
し
て
、
明
治
学
院
大

学
の
茨
木
尚
子
さ
ん
が
、
障
害
者
自
立

支
援
法
で
は
「
障
害
程
度
区
分
」
に
よ

り
サ
ー
ビ
ス
が
決
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う

な
生
活
を
望
む
の
か
、
本
人
の
意
志
が

反
映
さ
れ
な
い
。
一
人
ひ
と
り
に
合
っ

た
�
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
�
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
必
要
。
施
策
の
方
向
を
変
え
る

た
め
に
は
、
当
事
者
自
ら
が
発
信
す
る

こ
と
が
大
切
と
、
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
制
度
の
谷
間
の
立
場
と
し

て
、
難
病
を
も
つ
人
の
地
域
自
立
生
活

を
確
立
す
る
会
の
山
本
創
さ
ん
は
、「
臓

器
」「
疾
患
」に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
対
象

外
と
さ
れ
て
い
る
人
も
い
る
こ
と
な

ど
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
対
す
る
問

題
点
を
提
起
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

生
活
再
建
者
の
集
い
「
た
な
か
ら
ぼ
た

も
ち
」
主
宰
の
尾
山
篤
史
さ
ん
が
、
市

町
村
の
自
立
支
援
協
議
会
へ
の
精
神
障

害
者
の
参
画
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
ま

ず
捜
す
こ
と
。
次
に
い
き
な
り
会
議
に

参
加
す
る
大
変
さ
か
ら
、
少
し
ず
つ
自

信
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
育
て
る
こ

と
。
そ
し
て
、
仲
間
が
集
り
企
画
や
発

言
が
で
き
る
よ
う
招
く
こ
と
で
、
障
害

の
あ
る
方
の
参
画
を
支
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
提
案
。

　

ま
た
、
神
奈
川
県
障
害
者
自
立
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
の
川
田
隆
一
さ
ん
か
ら

は
、
実
際
に
は
役
立
っ
て
い
な
い
地
域

資
源
も
あ
る
と
指
摘
。
障
害
の
あ
る
方

自
身
に
よ
る
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｉ
日
本
会
議
が
提
案

す
る「
障
害
者
総
合
福
祉
サ
ー
ビ
ス
法
」

に
つ
い
て
の
説
明
も
あ
り
、
障
害
の
あ

る
方
の
地
域
生
活
を
実
現
す
る
た
め
施

策
の
あ
り
方
を
考
え
る
大
き
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

� �������������������������������������������

会
社
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
子
ど
も
が
笑

顔
に
な
る
ま
ち
づ
く
り

　

企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
が
子
ど
も
や

若
者
、
子
育
て
中
の
親
を
応
援
す
る
た

め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
発
足
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た
協
働
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
検
討
、
実
施
す
る
「
か
な

が
わ
子
ど
も
い
き
い
き
応
援
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
月
十
三
日
、
そ
の
ス
タ
ー
ト
記
念

と
し
て
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
奈
川
子

ど
も
未
来
フ
ァ
ン
ド
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
び

ー
の
び
ー
の
主
催
に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
、
横
浜
市
立
大
学
Ｃ
Ｓ

Ｒ
セ
ン
タ
ー
Ｌ
Ｌ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
長
の
影

山
摩
子
弥
さ
ん
。「
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

手
を
つ
な
ぐ
と
…
生
き
残
り
の
経
営
戦

略
」
を
テ
ー
マ
に
、
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

協
働
し
て
地
域
課
題
を
解
決
し
て
い
く

と
、
互
い
の
利
益
に
つ
な
が
り
、
社
会

に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
取
り
組
み
を
生
み

出
す
事
が
で
き
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

「
手
を
つ
な
い
だ
ら
、
子
ど
も
・
若
者

の
育
つ
環
境
、
ま
ち
は
こ
う
変
わ
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
四
つ

の
協
働
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ

パネルディスカッションの様子



５
第７０１号　福祉タイムズ　２０１０．４．１５

　

社
会
福
祉
法
第
四
条
は
、「
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
地
域
住
民
が
地

域
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
日
常

生
活
を
営
み
、
社
会
、
経
済
、
文
化
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す

る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域

福
祉
の
推
進
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
一
年
に
わ
た
り
、「
利
用
者
本

位
」
と
「
地
域
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

地
域
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
の

日
常
生
活
を
支
え
る
取
り
組
み
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
高
齢
者
の
在
宅
で
安
心

し
た
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
虐
待
防
止
の
活
動

を
行
う
綾
瀬
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
見
上
孝
雄
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

早
期
に
動
け
る
関
係
づ
く
り
が
重
要

　

家
庭
の
中
で
起
こ
る
虐
待
は
、
見
え

に
く
く
、対
応
が
遅
れ
て
し
ま
え
ば
、生

命
の
危
険
が
及
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

早
期
発
見
・
緊
急
対
応
の
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
、
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
等
）、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
行
政
の
連
携
し
た
取
り
組
み
が
有

効
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
は
日
常
的

に
本
人
と
関
わ
り
を
持
ち
、
行
政
は
福

祉
施
設
へ
の
緊
急
一
時
入
所
等
の
措
置

権
限
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

見
上
さ
ん
は
、「
ネ
ッ
ト
ッ
ワ
ー
ク
内
の

連
携
が
不
十
分
な
場
合
に
は
、
緊
急
性

が
あ
る
か
否
か
の
判
断
が
難
し
く
、
対

応
の
遅
れ
が
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
民

間
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
連
携
に
苦
慮

し
て
い
る
よ
う
で
す
。綾
瀬
市
は
、
市
直

営
で
あ
る
た
め
、
比
較
的
連
携
し
や
す

い
の
で
す
が
、
緊
急
時
に
も
素
早
く
機

能
で
き
る
よ
う
に
、
担
当
者
同
士
が
電

話
連
絡
で
集
ま
れ
る
チ
ー
ム
検
討
会
を

設
置
し
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。

作
り
出
し
て
し
ま
う
「
困
難
ケ
ー
ス
」

　

見
上
さ
ん
は
「
虐
待
の
要
因
は
、
介

護
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
と
捉
え
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
介
護
者
に
精
神
疾
患
や
障
害

が
あ
る
場
合
、
本
人
の
認
知
症
の
重
さ

や
性
格
の
問
題
な
ど
、
人
間
関
係
も
複

雑
に
絡
み
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介

護
者
が
金
銭
を
搾
取
し
た
と
言
わ
れ
る

中
に
も
、
仕
事
が
安
定
せ
ず
、
生
活
を

親
の
年
金
に
頼
る
な
ど
経
済
の
影
響
も

あ
り
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
に
、
一
つ
の
事
業

所
で
支
援
が
難
し
い
場
合
、
困
難
ケ
ー

ス
と
捉
え
ま
す
。
見
上
さ
ん
は
、「
知

的
障
害
の
あ
る
子
ど
も
が
、
認
知
症
の

あ
る
親
を
介
護
で
き
ず
、
虐
待
と
思
わ

れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障
害
、
高
齢

の
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
一
緒
に
支
援
し

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
関
わ
る
相
手
が
違

う
た
め
、
支
援
上
の
課
題
も
異
な
り
ま

す
。
当
事
者
の
家
族
は
生
活
上
で
、『
困

難
』
を
抱
え
て
い
る
と
は
言
い
き
れ
ず

『
生
活
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
』

『
誰
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
の
か
』
に

つ
い
て
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
り
、

整
理
し
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

で
支
援
目
標
と
、
支
援
内
容
を
共
通
に

持
て
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。地
域
で

の
利
用
者
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
、

関
わ
る
職
種
の
視
点
に
な
ら
ず
『
本
人

と
介
護
者
の
生
活
の
全
体
を
捉
え
た
支

援
』
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
話

し
ま
す
。

　

多
職
種
の
連
携
が
進
む
中
で
、
利
用

者
の
視
点
に
改
め
て
立
ち
返
る
必
要
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
、

高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
、

本
人
と
介
護
者
の
安
心
し
た
生
活
を
支
え
る

本
人
と
介
護
者
の
安
心
し
た
生
活
を
支
え
る

一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎 �代表取締役社長�
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管理事務所内、レストラン施設内のトイレ３カ

所にあります。使用済みの紙オムツは、捨てず

に必ず持ち帰りましょう。

親子でほっとひと息つける場所

　平塚駅北口から徒歩２分のアーケード商店街

「湘南スターモール」に、主に０～３歳の子ど

もとお母さんが、自由に過ごせる子育て支援施

設「つどいの広場もこもこ」があります。広い

室内にはおもちゃや絵本が用意され、アドバイ

ザーによる子育て相

談なども行われてい

ます。オムツ替えや

授乳に利用すること

もできるので、気軽

に立ち寄れる場所と

して覚えておくと安

心です。

新緑に包まれて気分爽快！

　平塚市総合公園は広さ３０．３ヘクタール。約

２３０種１０万本の樹木が植えられ、季節ごとにい

ろいろな風景を見せてくれます。平塚駅から歩

くと西口から２５分、北口から３０分。西口はエレ

ベーターが未設置のため、ベビーカーでの利用

は不便です。北口はエレベーターが設置され、

改札から出口へは、駅ビル内のエレベーターを

利用できます。北口からは公園行きのバスが出

ているので、利用すると便利です。

動物との貴重なふれあい体験

　公園内は競技場や球場、体育館といったスポ

ーツ施設を始め、お弁当を食べたり寝転んだり

できる広大な「平塚のはらっぱ」、大型アスレチ

ックやすべり台で遊べる「わんぱく広場」、春か

ら秋にかけて水遊びができる「流れの広場」な

どが設けられ、思い思いに楽しめます。中でも

親子連れに人気なのは「ふれあい動物園」。ウサ

ギやハムスターを抱っこしたり、ヤギやヒツジ

に、各家庭から持参したキャベツやニンジンを

与えたり、子どもたちは大はしゃぎです。小学

生以下の子はポニーに乗馬してみてはいかが？

　始めは不安と緊

張で表情が強ばっ

ている子も、次第

に笑顔へと変わっ

ていくはずです。

　オムツ替え用ベ

ビーシートはふれ

あい動物園そば、

�

�

�

�

��������

��������

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

◆ご意見・ご感想はkikaku@knsyk.jpまでお寄せく
ださい。

インフォメーションインフォメーション
■平塚市総合公園（管理事務所）
　電話　０４６３－３５－２２３３
　バス利用は平塚駅北口４番のりばから乗車
（平６７系統は除く）、総合公園バス停下車。
ふれあい動物園は９時３０分～１７時（動物と
のふれあい、ポニー乗馬は休憩時間あり）、
月曜休（祝日の場合は翌日休）、入園無料、
ポニー乗馬１００円

■つどいの広場もこもこ
　電話　０４６３－２１－０９９５
　月～金曜（休日、年末年始を除く）１０～１６時

春風に誘われて、若葉が一斉に芽吹く季節がやってきまし
た。心もわくわく躍り出し、どこかへでかけたくなります。
今回は平塚駅から徒歩25～30分の「平塚市総合公園」を主
にご紹介。はらっぱや、小動物園などがあり、親子で1日楽
しく過ごせます。

ＪＲ平塚駅から平塚市総合公園へ
散歩に行こう！

（平塚市）
　１９９３年、子育て中のおかあさんが集まり、子育てタウン情
報誌「ままとんきっず」を発行。子育てに関するメール相談、
親子が集うサロン運営、各種講座の開催など、子育て支援活
動を展開。２００８年には「第２回かながわ子ども・子育て支援
大賞」を受賞。情報誌・単行本の発行物は３０冊を数え、一部は
海外でも翻訳出版。「ままとんサロン」では第１・３金曜に
「ままとんカフェ」をオープン。手作りのランチが大好評。
〈連絡先〉川崎市多摩区菅稲田堤３－５－４３
ＴＥＬ／ＦＡＸ：０４４－９４５－８６６２

平塚駅前交差点の近く。子育て情
報の提供、イベントや講座も開催

小さい子には流れの広場の奥にある「子
供広場」が空いていておすすめ

今月は　�　ＮＰＯ法人
ままとんきっず　がお伝えします！



今月の福祉資料室
BOOK

BOOK
◆利用時間：月～金（第３金曜日、祝日、
年末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５

７
第７０１号　福祉タイムズ　２０１０．４．１５

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
）

★
第　

回　

ニ
ッ
セ
イ
財
団
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

23

「
高
齢
社
会
を
共
に
生
き
る
「
〜
長
生
き
し

て
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
（
日
本

生
命
財
団
）

※
蔵
書
検
索
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

h
ttp
://w
w
w
.kn
syk.jp

/to
syo
/

福
祉
関
係
資
料
の
寄
贈
に 

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

①
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
・
当
事
者
団
体
の
記

念
誌（
創
立
○
年
記
念
誌
な
ど
）、機
関
誌

②
市
町
村
・
都
道
府
県
な
ど
の
福
祉
に
関
す

る
行
政
資
料

③
福
祉
に
関
す
る
研
究
紀
要

④
福
祉
に
関
す
る
手
記
・
体
験
記
・
文
集
な

ど

�★
子
ど
も
の
貧
困
白
書
（
子
ど
も
の
貧
困
白

書
編
集
委
員
会
編
、
明
石
書
店
）

★
わ
か
り
や
す
い
障
害
者
の
権
利
条
約
〜
知

的
障
害
の
あ
る
人
の
権
利
の
た
め
に
（
全
日

本
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
）

★
働
き
た
い
！
だ
か
ら
支
え
て
ほ
し
い
〜
働

く
本
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
全
日
本
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
）

�★
外
国
人
市
民
意
識
調
査
報
告
書
（
横
浜
市

都
市
経
営
局
国
際
政
策
課
）

★
要
援
護
者
と
災
害
マ
ッ
プ
づ
く
り
〜
第
２

次
民
生
委
員
・
児
童
委
員
発　

災
害
時
一
人

も
見
逃
さ
な
い
運
動
推
進
の
手
引
き
（
全
国

図　
　
　
　

書

資

料
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「福祉資料室」をご利用下さい！
　福祉情報資料室は、どなたでも気軽にご
利用できる福祉の専門図書館です。社会福
祉従事者や一般の方々に、社会福祉の学習
�研究・情報収集などに役立つ、専門図書
�資料を提供しています。
　皆様のご来所をお待ちしております。

～サービスのご案内～
■蔵書の閲覧（一部図書を除き、館外貸出も可）
■文献リストの提供
■コピーサービス（有料）1枚20円
■福祉情報資料室ＨＰで所蔵文献の検索
　お求めの図書・資料を探すお手伝いをい
たします。
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支
え
ら
れ
る
人
の
増
加
、

支
え
る
人
の
減
少

　

家
族
の
課
題
を
考
え
よ
う
と
し
た
時

に
、
世
代
人
口
や
世
帯
構
成
は
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。「
神
奈
川
県
の
人
口
動
向
と
今
後

の
政
策
展
開
」（
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
る

と
、
県
全
体
の
人
口
動
向
は
、
二
〇
一

九
年
に
減
少
に
転
じ
る
も
の
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
出
生
数
が
死
亡
者
数
を

上
回
り
、
自
然
増
が
続
い
て
き
ま
し
た

が
、
高
齢
者
の
増
加
に
よ
り
、
二
〇
一

〇
年
か
ら
二
〇
一
五
年
の
間
に
自
然
増

か
ら
自
然
減
に
転
じ
、
以
降
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
団
塊

の
世
代
を
は
じ
め
、
高
度
成
長
期
に
、

本
県
に
転
入
し
た
世
代
が
高
齢
者
と
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
二
〇
〇
五
年
に

増
え
る「
単
独
世
帯
」の
割
合

　
「
日
本
の
世
帯
数
の
将
来
推
計
」（
二

〇
〇
九
年
）に
よ
る
と
、
本
県
の
一
般
世

帯
数
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
以
降
、

緩
や
か
に
増
加
し
、
二
〇
二
〇
年
に
減

少
、
二
〇
二
五
年
か
ら
二
〇
三
〇
年
に

マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
〇
年
の
世
帯
割
合
は
「
夫
婦

と
子
」（
三
十
二
・
二
％
）が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
単
独
世
帯
」（
三
十
・
五
％
）、

「
夫
婦
の
み
」（
二
十
一
・
二
％
）。

二
〇
二
五
年
に
は
、「
単
独
世
帯
」（
三

十
三
・
九
％
）が
最
も
多
く
な
り
、
次
い

で
「
夫
婦
と
子
」（
二
十
七
・
五
％
）、

「
夫
婦
の
み
」（
二
十
一
・
四
％
）
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。（
図
二
）

　
「
単
独
世
帯
」
は
、
何
か
あ
っ
た
時
に

百
四
十
八
万
人
で
あ
っ
た
老
年
人
口

は
、
二
〇
二
五
年
に
、
総
人
口
の
約
十

一
％
に
の
ぼ
る
約
九
十
四
万
人
も
増
加

し
、
二
百
四
十
三
万
人
と
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
一
）。

　

合
計
特
殊
出
生
率
は
、
平
成
二
十
年

度
、
一
・
二
八
％
で
全
国
平
均
一
・
三

七
％
を
下
回
り
、
主
に
未
婚
化
・
晩
婚

化
や
結
婚
し
た
夫
婦
が
生
む
子
ど
も
の

数
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
化
、
高
齢
化
の
進

展
に
よ
り
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す

る
と
こ
で
、
地
域
経
済
の
活
力
が
失
わ

れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
と
と
も
に
、

介
護
保
険
や
年
金
の
負
担
増
な
ど
、
社

会
保
障
制
度
に
も
影
響
が
出
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

連連 載載
　

地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
本
人
の
み
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
で
は
な
く
、
家
族

と
連
携
し
た
支
援
や
家
族
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
大
切
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
社
会
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
や
人
間
関
係
の
希
薄
化
、
核
家
族
や
単
身
世
帯
の

増
加
な
ど
も
指
摘
さ
れ
、
家
族
に
よ
る
扶
助
の
あ
り
方
や
家
族
構
成
そ
の
も
の
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
様
相
を
示

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
度
連
載
で
は
、
こ
う
し
た
変
化
を
背
景
に
捉
え
つ
つ
、
様
々
な
福
祉
的
課
題
へ
の
対
応
事
例
を
取
り
上

げ
な
が
ら
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
住
民
活
動
に
お
い
て
、
家
族
を
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い

る
か
、
ま
た
、
単
身
世
帯
の
場
合
は
ど
う
な
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
、
年
間
を
通
じ
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

第
一
回
目
は
、
本
県
の
家
族
規
模
の
変
化
や
家
族
内
か
ら
表
出
さ
れ
て
い
る
社
会
的
課
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

社
会
的
ケ
ア
の
広
が
り
〜

社
会
的
ケ
ア
の
広
が
り
〜
個
人
と
家
族
を
支
え
る
﹇
第
一
回
﹈

個
人
と
家
族
を
支
え
る
﹇
第
一
回
﹈

図２ 図１

※「日本の将来推計人口（２００９年１２月推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）
をもとに事務局で作成

年齢３区分別人口（県内推計）世帯の家族類型・世帯主の年齢５歳階級別一般世帯数

※「日本の世帯数の将来推計（都道府県別推計／２００９年１２月推計）」
　をもとに事務局で作成
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〈
配
偶
者
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）相

談
件
数
の
推
移
〉

　

県
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
た
Ｄ
Ｖ
相
談
等
の
相
談
件

数
は
、
五
千
八
百
六
十
一
件
と
な
り
、

外
国
籍
県
民
も
増
え
る
中
、
多
言
語
相

談
は
百
四
十
三
件
と
、
前
年
度
比
か
ら

約
二
十
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図

五
）。配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
の
危
険

度
が
高
い
、
緊
急
一
時
保
護
は
、
二
百

五
十
件
に
上
り
ま
す
。

連
載
開
始
に
あ
た
り

　

家
族
の
縮
小
や
、
単
独
世
帯
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
地
域
社
会
で
の

家
族
へ
の
支
援
の
状
況
を
、
厚
労
省
社

会
援
護
局
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
の

あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
報
告
」（
平
成

二
十
年
）
で
は
、「
要
介
護
者
の
親
と
障

支
え
て
く
れ
る
家
族
が
い
な
い
た
め
、

相
対
的
に
不
安
定
な
社
会
情
勢
、
疾

病
、
災
害
と
い
っ
た
「
社
会
的
リ
ス
ク
」

に
弱
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

増
加
す
る
家
族
内
で
の
虐
待

　

家
族
の
縮
小
が
見
ら
れ
る
中
で
、
多

く
の
人
は
、
家
族
に
ど
の
よ
う
な
期
待

を
寄
せ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
国
民
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」

（
二
〇
〇
七
年
）
で
は
、
家
庭
の
意
味

に
、「
家
族
の
団
欒
の
場
」「
休
息
・
や

す
ら
ぎ
の
場
」「
家
族
の
絆
を
強
め
る

場
」「
親
子
が
共
に
成
長
す
る
場
」
と
の

印
象
を
多
く
持
ち
、
精
神
的
な
や
す
ら

ぎ
と
充
足
感
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
く
の
人
が
「
休
息
・
や

す
ら
ぎ
の
場
」
と
し
て
期
待
す
る
家
庭

も
、
問
題
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
と
、

そ
の
密
室
性
か
ら
、
時
に
家
族
内
で
の

虐
待
が
生
じ
る
な
ど
の
問
題
も
顕
在
化

し
て
き
て
い
ま
す
。

〈
児
童
虐
待
相
談
受
付
件
数
の
推
移
〉

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、
県
所
管
の
児
童

相
談
所
で
の
相
談
受
付
件
数
に
よ
る

と
、
平
成
二
十
年
度
、
千
七
百
六
十
四

件
、
前
年
度
比
百
二
十
三
％
増
と
な
る

な
ど
、
多
い
状
況
が
窺
え
ま
す（
図
三
）。

〈
高
齢
者
虐
待
の
報
告
件
数
の
推
移
〉

　

高
齢
者
へ
の
虐
待
は
、
県
内
の
市
町

村
か
ら
の
虐
待
報
告
件
数
（
平
成
二
十

年
度
）
で
は
、
五
百
八
十
三
件
に
上
り

ま
す
（
図
四
）。
虐
待
者
は
、
息
子
が
約

四
割
を
占
め
、
夫
や
娘
が
約
二
割
と
、

要
介
護
者
に
近
い
人
の
存
在
と
な
っ
て

い
ま
す
。

図５

図３

図４

害
の
あ
る
子
ど
も
、
Ｄ
Ｖ
被
害
と
非
行

の
子
ど
も
と
、
複
合
的
な
問
題
の
あ
る

家
庭
に
対
し
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
的

確
に
組
合
せ
て
提
供
で
き
て
お
ら
ず
、

一
つ
の
家
庭
を
支
え
き
れ
て
い
な
い
」

と
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
は
総

合
的
に
支
援
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

は
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
児
童
と
い
っ

た
対
象
ご
と
に
展
開
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
支
援
が
い
わ
ば
独
立
し
て
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
複
合
的
な
問
題
の
あ
る

家
庭
に
対
し
て
の
支
援
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
同
士
に
よ
る
支
え
合
い

活
動
も
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お

り
、
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
福

祉
関
係
者
の
支
援
と
、
住
民
に
よ
る
支

え
合
い
活
動
が
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
号
か
ら
は
、
複
合
的
な
課
題
を
抱

え
る
家
族
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
紹

介
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
社
会
に
求
め

ら
れ
る
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き

ま
す
。（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

※
統
計
の
出
典
に
従
い
記
述
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
た
め
、
西
暦
と
和
暦
が
混
在

し
て
い
ま
す
。

※県「児童相談所虐待相談受付件数」
をもとに事務局で作成

※県「県内の高齢者虐待の状況」
をもとに事務局で作成

多言語相談�

3938� 3916�

4776�

738�

40384038�40384038� 46534653�46534653� 49934993�49934993�4038�4038� 4653�4653� 4993�4993�

5378�

725�

5861�

862�

ＤＶ相談件数の推移

※県「ＤＶ相談等の件数」の記者
発表資料から抜粋

476

628
583

家族等の養護者による在宅高齢者に
対する虐待（市町村からの報告件数推移）

1512�

1239�
1339�1438�

1438�

児童相談所（県所管）
虐待相談受付件数推移
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日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
平
成
十

一
年
に
始
ま
り
、
昨
年
度
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
本
事
業
は
、
市
町
村
社
協

で
認
知
症
や
知
的
・
精
神
障
害
等
が
あ

り
、
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
々
の

日
常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
相
談
・

援
助
や
利
用
料
の
支
払
い
等
の
ほ
か
、

通
帳
や
印
鑑
等
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
（
横
浜
・
川
崎
除
く
）
で
は
、

本
年
二
月
末
現
在
で
、
六
百
二
十
七
名

の
利
用
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
全
国

的
に
み
る
と
利
用
率
は
高
く
な
く
、
潜

在
的
な
利
用
者
は
多
い
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
事
業
の
利
用
に
関
す
る
相

Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
い
き
い
き 
あ
ん
し
ん 
お

手
伝
い
〜
社
協
に
お
け
る
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
』
完
成
し
ま
し
た

�

�

�

�

�������

�������

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

県社協　
　の

　　　ひろば

県社協　
　の

　　　ひろば

談
の
約
七
割
が
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
の
関
係
機
関
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

い
る
た
め
、
本
会
で
は
、
関
係
機
関
に

サ
ー
ビ
ス
内
容
等
を
正
し
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
必
要
と
し
て
い
る

方
が
利
用
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
市
町

村
社
協
の
協
力
と
、
共
同
募
金
の
配
分

金
を
受
け
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
で
は
、
利
用
者
の
生
活
を
支

え
る
た
め
に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
や

行
政
、
他
の
関
係
機
関
と
の
具
体
的
な

役
割
分
担
と
協
働
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
連
携
の
様
子

な
ど
も
収
録
し
て
い
ま
す
。
関
係
者
を

対
象
と
し
た
権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー
等
で

ご
活
用
い
た
だ
き
、
事
業
理
解
の
一
助

と
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

（
市
町
村
社
協
支
援
担
当
）

〈ＤＶＤの内容〉
�事業の概要
�ケース①「日常的金銭管理・代理事例、
ケースカンファレンス」
�ケース②「銀行・同行事例」
�ケース③「日常的金銭管理・代行事例、
新規相談ケース打合せ」
�成年後見制度の概要

全体３０分。必要な箇所のみ視聴できる
チャプター対応。

　本会ともしび運動推進担当にて、貸し
出し中です。ぜひご活用ください！
　�０４５－３１２－１１２１（代表）

関係機関との連携（ケ
ースカンファレンス）
の様子も収録

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
生
活
の
質

向
上
に
向
け
、
求
め
ら
れ
る
技
能
や
知

識
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
福
祉
施
設
等
に

従
事
す
る
方
に
向
け
た
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
は
、
特
に
職
場
の

中
心
と
な
る
主
任
・
リ
ー
ダ
ー
層
を
対

象
と
し
た
研
修
を
一
層
充
実
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

各
研
修
の
詳
細
は
、
各
施
設
・
団
体

あ
て
に
郵
送
等
で
ご
案
内
す
る
ほ
か
、

直
接
お
問
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
本
紙
一

面
参
照
）
で
も
、
最
新
情
報
を
掲
載
し

て
い
き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
福
祉
人
材
研
修
・
介
護
支
援
専
門
員
支
援
担
当
）

平
成
二
十
二
年
度
研
修
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

実施時期　※１対象の目安研修名区分
５月新卒／新採用者概論（意欲向上）研修（フレッシュマン編）

概　

論

５月３年未満程度　　〃　　（基礎編）
６月５年未満程度　　〃　　（実践編）
６月５年以上程度　　〃　　（ステップアップ編）
７～８月⇒１月２年目程度サービス力向上研修（基礎編）　※２サ

ー
ビ
ス

力
向
上 ７～８月⇒１月３年目以降程度　　〃　　（実践編）　※２

７～８月⇒２月５年目以降程度　　〃　　（ステップアップ編）　※２
６月

テーマに関心のある方
テーマ別研修①テ

ー
マ
別

７月テーマ別研修②
８月テーマ別研修③
６月介護職員（未経験／新任者）スキル基本研修（介護系）

分
野
別

９～１０月介護職員（２年目程度）スキル向上研修（介護系）
９～１０月相談職員（２年目程度）　　〃　　（相談系）

１２～１月対人援助職員（５年以上程度）　　〃　　（ステップアップ編）～対人援助
技術研修

８～９月職場内での業務管理・指導を担
う方スーパーバイザー研修組

織
内
キ
ー
パ

ー
ソ
ン
育
成

９～１０月⇒１月職場内での研修担当者職場内研修担当者研修　※２
９～１１月サービス提供責任者で現任の方サービス提供責任者現任研修
１１月リーダー的役割を担う方リーダー研修

１２月法人の理事長、理事、施設の施
設長・幹部等法人・施設マネジメント研修課

題
別 １月人事労務管理を担う方等人事労務管理担当者研修

（未定）福祉関係者全般緊急課題対応研修
９～１０月介護支援専門員として就業中の

方
介護支援専門員専門研修課程Ⅰ（県指定）ス

キ
ル

ア
ッ
プ １１～１月介護支援専門員専門研修課程Ⅱ（県指定）

４～３月介護支援専門員実務研修受講試
験合格者

介護支援専門員実務研修（第１３期・第１４期）
（県指定）

資
格
取
得

９～１０月介護支援専門員（実務経験のあ
る方）で更新対象者

介護支援専門員更新研修（３３時間）（県指定）
１１～１月介護支援専門員更新研修（２０時間）（県指定）
７～９月試験受験予定者ケアマネ実務研修受講試験準備講習会準

備
講

習
会

９～１０月　　　〃介護福祉士資格取得準備講習会（筆記）

平成２２年度　研修実施予定一覧

※１）実施時期は予定であり、変更する可能性もあります。ご了承ください。
※２）時期をあけてフォローアップ研修を実施する予定です。
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第　

回
在
宅
医
療
・
介
護
セ
ミ
ナ
ー

19
◇
日
時
＝
５
月　

日
（
日
）　

時
〜　

時

２３

１０

１６

◇
会
場
＝
横
浜
市
健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
４
階
ホ
ー
ル

◇
定
員
＝
３
０
０
名

◇
参
加
費
＝
医
師
・
歯
科
医
師
２
千
円
、

そ
の
他
千
円
（
事
前
振
り
込
み
）

◇
申
込
・
問
合
先
＝
神
奈
川
県
保
険
医
療

協
会
地
域
医
療
対
策
部

�　

―
４
５
３
―
２
４
１
１

０４５

寄
附
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
附
金
】
▽
脇
隆
志
▽
広
瀬
公
子

【
交
通
遺
児
援
護
基
金
】
▽
�
神
奈
川
県

自
動
車
会
議
所
【
子
ど
も
福
祉
基
金
】
▽

上
智
大
学
総
合
人
間
科
学
部
社
会
福
祉
学

科
社
会
福
祉
実
習
室
【
と
も
し
び
基
金
】

▽
�
進
和
学
園
し
ん
わ
本
人
自
治
会
連
合

会
▽
葛
の
湯
▽
神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大

学
４
期
生
一
同
▽
�
全
日
本
不
動
産
協
会

神
奈
川
県
本
部
▽
�
不
動
産
保
証
協
会
神

奈
川
県
本
部

（
計　

三
、
五
七
一
、
六
五
八
円
）

【
寄
附
物
品
】
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研

究
会
▽
㈱
ツ
ル
ハ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
・

ク
ラ
シ
エ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
▽
横
浜

市
立
六
つ
川
小
学
校
ベ
ル
マ
ー
ク
委
員
会

▽
横
浜
Ｔ
・
Ｂ
・
Ｔ
協
会
▽
と
も
し
び
製

品
展
示
コ
ー
ナ
ー
Ｏ
Ｂ
会　

会
長　

鈴
木

健
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

（福）

所在地事業所名Ｎｏ ．

横浜市青葉区グループホーム　プラチナ・ヴィラ青葉台１

横浜市都筑区高齢者グループホーム　横浜はつらつ２

横浜市都筑区高齢者グループホーム　横浜ゆうゆう３

横浜市戸塚区グループホーム　野の花４

横浜市戸塚区グループホーム横浜名瀬・彩り５

横浜市戸塚区スカイホーム　湘南６

川崎市川崎区小規模多機能型居宅介護　縁７

川崎市多摩区グループホーム　たま８

川崎市麻生区グループホーム麻生９

横須賀市グループホーム　興寿苑１０

相模原市中央区グループホーム　オカリナ１１

平成２１年度　地域密着型サービス外部評価　　受審事業所一覧 役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
３
月　

日（
木
）①
苦
情
解
決

１８

第
三
者
委
員
の
選
任
②
事
務
局
職
員
就
業

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程（
案
）③
職

員
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

（
案
）④
平
成　

年
度
県
社
協
一
般
会
計
並

２１

び
に
特
別
会
計
補
正
予
算（
案
）⑤
平
成　
２２

年
度
県
社
協
会
員
会
費（
案
）⑥
平
成　

年
２２

度
事
業
計
画
並
び
に
収
入
支
出
予
算（
案
）

◇
評
議
員
会
＝
３
月　

日（
木
）①
平
成　

２５

２２

年
度
県
社
協
会
員
会
費（
案
）②
平
成　

年
２２

度
事
業
計
画
並
び
に
収
入
支
出
予
算（
案
）

評
価
結
果
を
公
表
し
ま
し
た

　

本
会
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価

事
業
と
し
て
、
昨
年
十
一
月
か
ら
本
年
二

月
に
訪
問
調
査
を
実
施
し
た
十
一
事
業
所

の
評
価
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。
本
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
一
面
参
照
）、W

A
M
-N
E
T

（h
ttp
://w
w
w
.w
am
.g
o

.jp

）
等
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

車イス１０台の目録を贈呈
するツルハホールディン
グスのグループ会社㈱リ
バースの石川専務取締役
（中央）とクラシエホール
ディングスのグループ会
社でクラシエホームプロ
ダクツ販売㈱の池田取締
役（右）
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し
た
モ
デ
ル
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
生
委
員

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
ぐ
る

み
で
気
軽
に
交
流
で
き
る
店
舗
に
で
き

る
よ
う
、
食
の
安
全
を
学
ぶ
講
座
や
管

理
栄
養
士
に
よ
る
食
育
・
料
理
教
室
の

開
催
、
無
農
薬
野
菜
の
店
頭
販
売
、
と

も
し
び
運
動
の
一
環
と
し
て
、
ポ
ス
タ

ー
・
絵
本
コ
ン
テ
ス
ト
地
元
入
賞
作
品

や
日
常
生
活
に
役
立
つ
自
助
具
の
展
示

な
ど
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
こ
こ
で
、自
治
会
や
老
人
会
の
方
々

が
会
合
を
開
い
た
り
、
高
齢
者
世
帯
へ

の
お
弁
当
の
宅
配
も
で
き
る
体
制
が
整

っ
て
、
よ
り
多
く
の
方
々
が
集
う
お
店

に
な
れ
ば
」
と
支
援
ス
タ
ッ
フ
は
夢
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
は
県
内
に
四
十

五
店
舗
。
皆
さ
ん
も
お
近
く
の
シ
ョ
ッ

プ
へ
立
ち
寄
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。　
　

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

発
行
日　

２
０
１
０
年（
平
成　

年
）４
月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

２２

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

鈴
木
和
夫　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ジ
タ
ブ
ル（
横
須
賀
市
）

　

久
里
浜
駅
か
ら
バ
ス
で
十
分
。
横
須

賀
市
ハ
イ
ラ
ン
ド
は
、
昭
和
四
十
年
代

半
ば
か
ら
開
発
が
進
み
、
大
規
模
な
住

宅
街
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

　

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ジ

タ
ブ
ル
は
、
今
年
二
月
、
そ
ん
な
住
宅

街
の
一
画
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
横
須
賀
市
社
会
福
祉

事
業
団
の
運
営
で
、
知
的
障
が
い
者
施

設
か
が
み
田
苑
（
野
比
）
に
通
う
利
用

者
七
名
が
、
交
代
し
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
オ
ー
プ
ン
間
も
な
い
お
店
の

様
子
や
、
地
域
交
流
を
目
的
と
し
た
モ

デ
ル
事
業
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

無
農
薬
野
菜
と
管
理
栄
養
士
の
存
在

　

道
路
に
面
し
て
全
面
ガ
ラ
ス
ば
り
の

店
内
は
開
放
感
が
あ
り
、
照
明
も
適
度

な
明
る
さ
で
、
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
か
ら

は
木
の
温
も
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

営
業
は
、
平
日
の
朝
十
時
か
ら
夕
方

地
域
に
根
ざ
し
た
�
シ
ョ
ッ
プ
�
を
目
指
し
て

四
時
ま
で
。「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」

と
ス
タ
ッ
フ
の
元
気
な
声
が
響
き
わ
た

り
、
調
理
や
洗
い
場
も
含
め
、
業
務
は

ス
タ
ッ
フ
が
受
け
持
ち
、
支
援
ス
タ
ッ

フ
は
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

か
が
み
田
苑
で
作
る
無
農
薬
野
菜
を

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー
（
六
百
円

〜
）
は
特
に
お
す
す
め
で
、
特
別
支
援

学
校
な
ど
に
弁
当
を
提
供
す
る
た
め
、

管
理
栄
養
士
を
配
置
し
て
い
る
の
も
特

徴
の
一
つ
で
す
。
客
数
は
一
日
約
二
十

人
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、「
仕
事
は
大
変

だ
け
ど
、
こ
こ
が
好
き
な
の
で
頑
張
り

た
い
」「
お
客
さ
ん
と
話
す
の
は
、
緊
張

す
る
け
ど
楽
し
い
」「
お
い
し
い
と
言
っ

て
も
ら
え
る
の
が
嬉
し
い
」
と
満
面
の

笑
顔
で
感
想
が
返
っ
て
き
ま
す
。

継
続
的
な
地
域
交
流
を
活
力
に

　

ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ジ
タ
ブ
ル
で
は
、
と
も

し
び
シ
ョ
ッ
プ
の
地
域
交
流
を
目
的
と

横須賀市ハイランド４-３-９　�０４６-８４７-０７２３

防火管理者の皆様へ�

消防用設備等点検時には�
無償で点検推進指導員を派遣し�

防火管理者の立会を�
支援いたします。�

防火管理者は、消防用設備等の�
点検時に必ず立会って適正な点検が�
実施されているか確認しましょう。�

一
番
人
気
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー

バ
ネ
箸
や
台
付
爪
切
り
な
ど

自
助
具
の
使
い
方
教
室
開
催
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